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参考資料１ -第 1 回現地調査報告メモ  
 
渡航回：第 1 回 
日 時：2025 年 5 月 21 日～5 月 23 日 
目 的：令和 7 年度初回調査として、関係者への事業紹介および意見交換を行う。 
渡航者：日本エヌ・ユー・エス株式会社国際事業ユニット 石黒秀典、関香奈子 

               環境調和ユニット 塩谷 唯 
実施内容：以下の通り。 

月日 時刻 行動予定 目的 仕様書 
番 号 

5/20（火） 20.10 
23:00 

ジ ャ カ ルタ

発＠8B5110 
デ ン パ サー

ル着 

移動 - 

5/21（水） 10:00 
13:00 

バ ド ゥ ン県

環境局 
 
 
 

意見交換 
バドゥン県環境局長代理、廃棄物担

当官、協業会社である PT.Abundant
社と共に、都市間連携事業の概要説

明とスケジュール確認を実施。バド

ゥン県より、採択の祝意及び事業実

施に係る歓迎のコメントに加え、廃

棄物に係る現状課題、排水事業に係

る地点候補に係る情報の共有があ

った。廃棄物に関しては、収集課題

と残渣廃棄物の処理に係る期待、排

水に関しては頻繁な洪水が発生す

る地点の検討依頼があった。 

 
バドゥン県環境局との会議の様子 

3-1,3-2 
3-2 

  排 水 処 理実

証 サ イ ト調

査 

現地調査 
バドゥン県中部に位置する北クタ

地区の河川を調査。住居やホテルか

らの下水路を確認するものの、広範

の地区からの排水影響を受けてい

る様子が把握でき、実証にあっては

高負荷排水流入地点の特定等課題

があることを把握。なお、地元住民

へのヒアリングによれば、20-30 年
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前には河川水が透明であったとの

証言を確認。近年の観光地化・人口

増加の影響があることが推測され

た。 

 
北クタ地区の河川の様子 

5/22（木） 10.00 
 

バ リ 州 エネ

ル ギ ー 鉱物

資源局 
 
 

意見交換 
バ リ 州 エ ネル ギ ー鉱 物 資源 局

Setiawan 局長（過年度都市間連携事

業カウンターパート）と協議、バド

ゥン県との連携および実施内容に

ついて報告。 
廃棄物事業に関連して、現在政府に

より廃棄物関連法の見直しおよび

廃棄物のエネルギー利用に係る規

制および実施手続きの変更に関し

て情報共有あり。 
EV バイク事業について、州として

の支援事業や課題の共有あり。近年

レンタル事業者の参入が複数確認

されているが、州としても交通の脱

炭素化方針の下、事業の円滑な実施

をサポートしたい旨コメント。 
また、今後のバドゥン県との連携に

ついても、州としてフォローアップ

をしていく意向を確認。 

 
Setiawan 局長との面談の様子 

 

3-1,3-
2,3-3 
3-1 
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 14.00 PT Abundant 意見交換 
PT.Abundant 社はバドゥン県におけ

る廃棄物事業（油化及びバイオマス

利活用）の組成を目指すインパクト

ファンドで、都市間連携事業提案時

点より協力の合意を結んでいた。本

意見交換にて、実施方針や課題の抽

出、役割分担等の確認を行った。富

山市内企業リョーシン、石橋社等を

中心に廃棄物分別及び利用の提案・

設計・積算を行い、事業性評価の上

で PT.Abundant 者が SPC を設立し、

資金調達を行う方向で合意した。 
 

 

 16.00- Sure-Co 社 意見交換 
Sure-Co 社はバドゥン県チャングー

に拠点を置くコンサルティング会

社で、高間剛氏が代表を務める。同

氏はウダヤナ大学講師として勤務

しつつ、サステナブルに係る事業を

EU や日本の資金を活用し実施して

おり、株式会社石橋のコンポストプ

ラント事業にも支援を提供してい

ることから意見交換に至った。 
都市間連携事業のうち、排水処理事

業に関連し、同社が立地するチャン

グー地域での実施について打診を

得、現地視察を実施した。 

 
Sure-Co 社高間氏との協議 
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チャングーにおける河川の様子 

5/23（金） 10.30 
 
 
 

バ ド ゥ ン県

コ ン ポ スト

事 業 関 係者

面談 

意見交換 
廃棄物統合分別所（TPST）に株式会

社石橋が JICA 事業により導入した

コンポストプラントが運転中であ

り、分別後のプラスチック廃棄物の

処理状況、発生量、分別課題等につ

いて確認した。 
バドゥン県全体での廃棄物発生量

は膨大ではあるものの、縦に長い行

政範囲であるため、当該 TPST にす

べての廃棄物が搬入しきれないこ

とや、分別が進んだ結果、想定より

コンポストプラント向けの有機性

廃棄物量が収集されていない課題

を把握した。分別設備のキャパシテ

ィのため、分別できていない廃棄物

を焼却せざるを得ず、より容量の大

きい分別設備のニーズが高いこと

を把握した。 

 
会議の様子 

3-1 
 
3-1 
 
3-1 

 13.00 
 

バ ド ゥ ン県

コ ン ポ スト

実 証 サ イト

視察 
 

現地調査 
調査の様子を以下写真に示す。有機

性廃棄物でもプラスチック廃棄物

でもない混合状態の廃棄物は焼却

処理される。 

3-1 
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現地調査の様子 

分別はほぼ手作業で、処理が間に合

わない他、コンポスト化のための破

砕機の容量も不足している。 

 
分別の様子 

分別した有機性廃棄物はコンポス

トプラントに送られ、堆肥化され

る。稼働状況は良好であるが、より

多くの処理ができるため分別によ

る能力の最大化が期待されている。 

 
現地調査の様子 

 15.00 バ ド ゥ ン県

TPST 視察 
現地調査 
バドゥン県ペレレナン村を訪問し、

分別状況を確認。当該村でも分別設

備や油化等の減容化設備のニーズ

があることを確認。 
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ペレレナン村 TPST 

同村では土地を確保し、敷地を有す

るものの最適な設備の提案を必要

としており、分別設備・油化設備等

のニーズがあることを確認。 

 
集積された廃棄物 

5/25（日） 00.20 
08.50 

デ ン パ サー

ル発＠GA880 
移動 
成田着 

- 

 
以上 
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参考資料２ -第 1 回現地調査報告メモ  
渡航回：第 2 回 
日 時：2025 年 7 月 13 日～7 月 23 日 
目 的：富山市および市内企業と共に、事業化に係る意見交換及び現地視察を行

う。 
渡航者：日本エヌ・ユー・エス株式会社 国際事業ユニット 石黒秀典 
  富山市 環境部環境政策課 小林課長代理、渡辺様 
  株式会社リョーシン 高野会長、和田様 
  株式会社石橋 別森顧問 
実施内容：以下の通り。 
月日 時刻 行動予定 目的 仕様

書 
番 

号 
7/13
（日） 

10.15 
16:00 

羽田発＠
NH855 
ジャカル

タ着 

移動 - 

7/14
（月） 

09:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内務省 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-調査団より事業説明。 
→JICA 事業において昨年導入済みのコン

ポストプラントが十分に稼働していない

点について関心がある。これまでも開発援

助等で導入した設備がうまく使われてい

ない事例を聞いており、どこに原因があ

り、どのように解決していくかという点に

ついて Evaluationをして行きたいと考えて

いる。 
→最大限活用されるように対策すると言

う方針についてぜひ引き続き検討された

い。 
-MoU について 
→一つの方法として、姉妹都市を目指した

包括 MoU がある。一方、特定分野（環境）

に限った協力として協定することも構わ

ない。まずは自治体間の LoI（関心表明）

を交わし、そこから議論がスタートするこ

ととなる。内務省が関与しつつ、法令に基

づきアクションプランなどを整理する。今

後、設備導入などの話がある場合、その負

担がどうなるか、インドネシア側自治体が

ある程度の負担をする想定である場合、そ

の点も MoU に紐づくアクションプランと

3-1,3-
2,3-
3,3-4 
3-5 
3-5 
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13:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
在尼日本

大使館 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

して整理が必要である。MoU 締結まで最

短で 1 年程度を見越しておく必要がある。 
→廃棄物のテーマについては、現在の国家

優先課題として挙げられており、大変歓迎

されるはずである。優良事例を構築して普

及を目指してほしい。 

 
 
・インドネシア内務省で、富山市とバドゥ

ン県の協力協定締結の進め方を相談して

きた旨、またバドゥン県のコンポストプラ

ントの現況を報告。 
・㈱リョーシン高野会長より、会社概要を

紹介。食品残渣が付着した状態の缶詰やペ

ットボトルは、ターボセパレーターという

設備でプラスチックと有機ごみに分別可

能。構造が単純であるため大掛かりなメン

テナンスは不要で、清掃のみで済む。有機

ごみはバドゥン県のコンポストプラント

で処理できるので、プラスチックごみの引

き取り先を探したい。 
重松氏からは、国として処分場に搬入する

量を減らす必要があり、リサイクルに回す

量が一定程度入ってくるか、また受入先が

見つかるかが各地で問題になる。出口も含

めて見せられれば他にも展開の可能性が

あるのではとのことであった。 
・小学校環境教育プロジェクト（JICA 草の

根）の概要を報告。重松氏からは、カウン

ターパートを各県とすると行政手続きに

時間を要すため、ウダヤナ大学とする方が

スムーズではないかとのこと。石黒氏から

は、各プロジェクトの関係者が重複してい

ること、ギャニアール県では大崎町が都市
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15:00 

 
 
 
 
ジャカル

タジャパ

ンクラブ 
 

間連携事業を始めていることから、ONE 
JAPANとして連携していきたい旨を報告。

重松氏からは、日本としての貢献をまとま

った形で見せたいとのこと。 
・８月に JICA、かめのり財団と共に富山市

の高校生をバリに渡航させる件、JICA の

OJT や研修生を毎月のように受け入れて

いることを報告。感謝の言葉を頂いた。 
・先の内務省での協議で、コンポストプラ

ントの現況を詳しく聞かれたため、最大限

に活用できていないことにようやく問題

意識が出てきていること、地方自治体の行

政能力の向上という点で高い関心が見え

たことを報告。 
・富山市からは、バドゥン県と来年度中に

協力協定を締結したいこと、明日のバドゥ

ン県との協議に、必要な関係者へ同席する

よう内務省が動くことを報告。重松氏から

は、文書関連の手続きは先が見通せないも

のの代表例であり、議論を続けていかない

と進まないため、時間がかかるかもしれな

いが少しずつでも進めてほしいとのこと。 
 
丸紅/JICA  
-調査団より事業説明。  
→AIを活用した廃棄物分別に関心がある。

AI の処理データの蓄積として、画像データ

が収集されているのであれば、現在丸紅イ

ンドネシアが日揮と取り組んでいる油化

試験において大いに活用ができる。投入原

料と生産物である分解油の品質を紐づけ

ることができれば、油化設備のオペレーシ

ョン（原料コントロール）に大変有用。  
-現在丸紅インドネシアでは、JJC（ジャカ

ルタジャパンクラブ）の廃棄物部会の部会

長として、日系企業が抱える現地の廃棄物

課題やサステナブル方針の実行のための

CSR 活動を支援しているところである。適

切なリサイクル技術や価値の付加が難し

く、コンポスト装置ならびに分別機器も含

めたリサイクル設備の提案を期待してい

る。 
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7/15
（火） 

09:40 
12:35 
14.00 
 
17:30 

ジャカル

タ 発
@GA404 
デンパサ

ール着 
バドゥン

県面談 
 

移動 
移動 
 
 
・コンポストプラントの利用最大化におい

ては収集される有機性廃棄物の破砕、分別

がネックである。現在 MOROOKA の破砕

機導入を検討しているが、設備の輸入には

ハードルがある。それは、インドネシア政

府方針として決められている内製率の指

定である。Eーcatalogという電子調達シス

テム上に登録されている機器（主に国産）

であれば自由な調達が可能であるが、ここ

に無い製品の調達は入札や理由書が必要

とされる。同じカタログスペックの製品が

E-catalog上にある場合、それを優先して選

定することが義務付けられている。

MOROOKA は同スペックの設備が E-
catalog上に無いため、申請しているが、許

可を得られるかは不明。 
→ MOROOKA の製品は、基本的には木材

の破砕を得意とする製品で、葉や生ごみを

含む残渣廃棄物の破砕には向かない。一度

廃棄物組成を正確に見た上で、より適切な

機器を選定することを推奨する。 
→バリ州では最終処分場の閉鎖が進めら

れているが、その代替となる対策は無く、

デンパサール市と複数の県を含む広域で

廃棄物発電を導入する計画もあるが、まだ

先となる中、バドゥンを含む各県で独自に

対策を進めなければならない。一般廃棄物

については、各世帯からの廃棄物を自治会

規模（数百〜千世帯）で一時的に集積•分別

する TPS3R で資源物の除去、コンポスト

化などの減容を行い、それら TPS3R から

の廃棄物を集積する TPSTにてさらに処理

（コンポスト化・プラ燃料化・焼却）を行

う必要があるが、TPST での処理量は不十

分で、10−20t／日程度にとどまっている。 
→540t／日のバドゥン県全体の廃棄物発

生量に対して、数トン〜数十トン程度の処

3-1,3-
2,3-3 
 
3-1,3-
2,3-
3,3-4 
3-3 
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理の効率化を考えていても仕方なく、数百

トンの未処理廃棄物をターゲットに考え

るべきである。 
→TPST の敷地を活用し、1 日あたり数百

トン規模の受け入れが可能な施設が立っ

た場合、各地から廃棄物を収集することが

可能であるが、現在は処理能力が 10−20 ト

ン規模にとどまっているため、処理可能量

に合わせてこの規模の廃棄物処理に留ま

っている。処理能力向上の提案をいただき

たい。 

 
7/16
（水） 

09:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
13.00 
 
 
 
 

バドゥン

県廃棄物

処理場 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ペレレナ

ン村廃棄

物保管施

設 

バドゥン県廃棄物処理場（ Mengwitani 
TPST）を訪問。既設のコンポストプラント

及び焼却炉、分別施設を視察。 
分別設備のキャパシティや機器の適性の

不一致の他、人員、敷地、動線の課題を把

握。 

 
 
村落レベルでの廃棄物回収・分別等を行う

TPS-3R の一つ（ペレレナン村）を訪問。廃

棄物発生量や分別方法、課題等をヒアリン

グするとともに、期待する支援や設備導入

計画、予算について確認。 

3-1 
3-1 
3-1 
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15.00 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
廃プラス

チック再

利用オフ

テイカー

訪問 

 
 
廃棄物分別によるプラスチックの使途と

して、マテリアルリサイクルの需要調査を

行うため再利用オフテイカーを調査。その

結果、Noema リゾートホテルにおいてアメ

ニティ等を再生プラスチック材料で利用

する等の取組があることを知り得、ヒアリ

ングを実施。 

 
7/17
（木） 

11:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バリ州環

境省事務

所訪問 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-本事務所の立ち位置は、中央の環境省の

一組織として、各州に設置されている事務

所の一つで、組織的には官房の下に位置付

けられている。一方、バリ州は州知事をヘ

ッドに県、市の首長がおり、その下に環境

部局がある。本事務所は、それら環境部局

において、国の政策の推進のための支援を

実施しており、環境局長や県知事、市長、

州知事とも連携している役割を有する。 
-バリ州では、現在管理廃棄物が 39.2％に

留まっており、残りは路上や空き地への投

棄、野焼き、海洋流出など未管理の廃棄物

で、2025 年までに管理廃棄物を 59％に引

き上げ、2030 年には 100％管理下におくこ

とを目指している。本事務所もその推進の

ために支援を行っている。 
-バリ州の課題は残渣廃棄物である。これ

3-3,3-
4 
3-3 
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13:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15:00 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バリ州エ

ネルギー

鉱物資源

省 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウダヤナ

大学環境

学部 
 

を分別・処理する設備が必要。リョーシン

の食品残渣の処理設備に大変関心がある。

JCM、GS 補助金など日本政府の支援が入

る可能性は大いに期待。本事務所の役割や

目標と目指すところが同じであるため、バ

ドゥン県をはじめ富山市の活動に大いに

協力していきたい。 

 
 
-出席者は、バリ州開発計画局、環境局、教

育局、ダノン  
-バリ州では、廃棄物の処理推進に向けて

様々な取り組みを進めており、富山市との

協力に基づく活動も長く実施してきたと

ころ。環境教育の取り組みも歓迎したい。  
-ダノン社は有数のミネラルウォーター販

売事業者で、ペットボトルを扱うことか

ら、CSR の一環として環境教育やビーチク

リーン、再生利用の活動に取り組んでき

た。 
-再生プラスチックの利活用の部分でオフ

テイカーになれる可能性がある。 

 
-富山市が JICAと取り組む草の根技術協力

（自治体連携）に関して、MoU 締結を含め

た協力準備ができている。 
-廃棄物対策やその効果の検証にかかる研

究等を連携して行うことができる可能性



参考資料-15 
 

がある。 
-再生可能エネルギーを取り扱う学部とは

異なるが、廃棄物関係の協力を行う場合当

学部が適切。 

 
7/18
（金） 

09:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
17:25 
 
 
18:25 

Jatiluwi 訪
問 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
デンパサ

ール発＠

GA419 
ジャカル

タ着 

小水力発電機設置状況調査および北陸電

工訪問に向けた準備調整。 
-水車発電機の状況は変わりなし  
-観光客は日増しに増えており、EV バイク

の需要は大きい  
-水車自体は破損の様子がなく、おそらく

電気系統の故障と見られる  
-北陸電気工事の訪問に向け調整 
 

 
移動 
 
 
移動 

3-3, 3-
4 
 

7/19
（土） 

- 報告書作

成等 
（バンドゥン移動）  

7/20
（日） 

12:00 食糧担当

調 整 府

Rofi 局長

意見交換 

廃棄物行政の取りまとめを担う食糧担当

調整府 Rofi 局長との面談の機会を捉え、

本都市間連携事業について紹介。 
-経済産業省 AOTS プログラムの訪日研修
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にバドゥン県担当者を招聘することに加

え、富山市を訪問先とする提案を得る。 
-政府としては廃棄物発電の推進が課題解

決に向けた大きな政策方針である一方、バ

リについては用地の課題があり時間を要

する見込みであるが、最終処分場の閉鎖は

今年中とすることで現場が混乱している

ことを招致している。 
-より発生源に近い TPS-3R（自治会・村落

単位程度）での分別、再利用、処理の促進

が鍵となるため、TPST の分別機能強化や

当該規模での処理設備に高い需要がある

ことを確認。 

 
↑西ジャワ州ガルット県での訪問調査同

行要請があり、その機を捉え意見交換を実

施。 
～7/23   亀岡市-バンドゥン県事業活動に合流 - 

 
以上 
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参考資料３ -第 3 回現地調査報告メモ  
 
渡航回：第 3 回 
日 時：2025 年 10 月 26 日～11 月 01 日 
目 的：富山市および市内企業と共に、事業化に係る意見交換及び現地視察を行

う。 
渡航者：日本エヌ・ユー・エス株式会社 国際事業ユニット 石黒秀典 
                 環境調和ユニット 塩谷惟 
  株式会社中部設計 笹倉様 
実施内容：以下の通り。 
月日 時刻 行動予定 目的 仕様

書 
番 

号 
10/26
（日） 

22:55 
 

羽 田 発 ＠

SQ635 
移動 - 

10/27
（月） 

05:20 
 
06:45 
 
09:25 
 
11:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シンガポー

ル着 
シンガポー

ル発 SQ934 
デンパサー

ル着 
バリ州

ESDM 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
・JANUSより都市間連携の進捗を報告。 
→2025 年 7 月渡航時にリョーシンとと

もに中間処理施設を視察した結果を説

明。併せて小学校環境教育プロジェクト

（JICA 草の根）の概要を報告。初期実施

場所はバドゥン県、クルンクン県、ギニ

ャール県、タバナン県、デンパサール市

を想定して検討中である。 
→ESDMからは小学校・中学校は各県が

管轄しているため、環境局・州教育局・

県市との調整が必要であるとの提案を

受けた。ESDMから各県への協力も得ら

れる見込み。 
・IPAL/DSDP について 
過去渡航時の河川状況と小規模下水処

 
 
 
 
 
 
3-
1,3-2 
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13:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
17:00 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Sure-CO 社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中部設計送

迎 

理施設の検討について説明。下水処理施

設に関して、省エネルギー技術（ポンプ

/電力）や地域ごとの小規模処理設備の

オプションについて議論。 
→ESDM からは DSDP（デンパサール下

水道開発事業）の概要について説明をう

けた。デンパサール市とバドゥン県（ク

タ）、サヌールを対象地域にしており、

範囲が複数県市にまたがるため管理は

州が管轄し、運営組織は UPDD PAL（州

公共事業局傘下）である。またタバナン

にも新システム（ダウパラ処理場）が設

置されており、配管による下水道整備だ

けでなく、トラックで回収される浄化槽

汚泥の処理も実施している。 

 
 
翌日以降の河川調査ポイント候補地の

確認と、ペレレナン村長との面談調整を

実施。 
→河川調査個所については私有地への

立ち入りが困難なため、ヴィラや住宅に

隣接した政府所有地を候補地とした。河

川調査と合わせて 
水処理設備の設置候補地も選定。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10/28 10:00 ペレレナン 村長より村概要と取組について説明を 3-2 
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（火）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11:00 
 
 
 
 

村 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
河川調査 
 
 
 
 

受けた。 
→村の人口は約 3,000～3,500 人、世帯

数は 600 ほどである。村内には 3 本の川

が流れているが、生活排水やゴミの影響

で水質が悪化している。汚染源は上流の

村にもあると考えており役場スタッフ

は毎週金曜日に清掃活動を行っている

が、上流からゴミが流れ続けるため改善

は限定的である。 
中部設計笹倉氏からは、川の水は希釈さ

れているため、直接浄化する方法は効率

が悪く、薬品を使う案も規模的に困難で

あると示唆された。地形に起伏があるた

め、下水処理を行うには複数のポンプ施

設が必要になる可能性があり、コストや

実現性の詳細調査が求められている。 
解決策としては、川に流れる前の段階で

生活排水を処理することが最も重要と

され、3 つの方法が検討できる可能性が

ある。①各戸に浄化槽を設置する案は管

理が煩雑、②集落単位で小規模施設を複

数設置する案は維持管理の負担が課題、

③村全体で集中処理する案は管理効率

が高く推奨されている。ただし、どの方

法でも汚泥処理（堆肥化や焼却）が不可

欠である。 

 
ペレレナン村長とともに住宅地近辺の

排水路や河川を視察。現地では、住宅地

周辺の排水路や河川に日常的にゴミが

流入している状況を確認。村長より、ゴ

ミが流れ続ける限り、清掃活動を行って

もすぐに元に戻ってしまうとの説明が

あった。村としては、住民への啓発活動、

も含めた根本的な解決策が必要である
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13:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15:30 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
バドゥン県

環境局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
河川調査 
 
 

との認識を共有した。 

 
・JANUS より過去渡航時の河川状況と

小規模下水処理施設の検討について説

明。 
→局長代理から、河川の汚染状況や排水

状況のデータ収集は他地域でも実施す

べきとの意見が示された。下流の水質改

善が目的ならクタ〜チャングー間の汚

染地域が優先、家庭からの下水網整備が

目的ならペレレナン村でもよいとの見

解。 
→最終目的の明確化が重要でありバド

ゥン県環境局でも河川状況のデータを

取得しているので、共有することが可能

であることを確認した。 
・2 月に予定されるセミナー訪問計画の

調整についても議論され、関係機関代表

を日本に招待するための手続きなどに

ついて確認を行った。 

 
ペレレナン村の河川を複数個所調査し

た。 
中部設計笹倉氏からは、ヴィラ等からの

廃水が川に合流する地点では、生活系排

水による異臭も確認された。また、一部

では川の底に汚泥が堆積しているよう

に見受けられる箇所があり、河川を完全

に浄化するには川底の汚泥が取り除か

れることが必要であると言及された。過

 
 
 
 
 
 
 
 
3-
2,3-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-2 
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 去の富山市での実例を鑑みても、汚染の

発生源での対策を行った後、長い年月を

かけて河川の状態が回復していくと想

定されるとコメントを受けた。 

 
 

10/29
（水） 

09:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10:00 
 
 
 

デンパサー

ル市環境局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
DPU 
 
 
 
 

コンポストプロジェクトの進捗と課題

を共有。→デンパサール市の課題とし

て、廃棄物構成は有機物 65%、無機物

35%。有機物比率の高さが挙げられた。

また、家庭からのゴミ（おむつや生理用

ナプキン）が処理場へ流入し配管閉塞の

原因となっている。大雨時には土地の傾

斜が緩く排水不良が発生。ホテル等事業

者の排水に含まれる油脂分も詰まりの

要因となっていることが共有された。 

 
 
DPU（リサイクルセンター）について 
→2024 年 11 月から稼働開始。有機・無

機ごみを分別・再資源化する地域拠点。

有機系廃棄物はコンポスト化、培土製

造、木質ペレットなどに活用。無機系プ

ラスチックは舗装材に加工。 プラスチ

ック分別は徹底されているが、舗装材以

3-
1,3-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-1 
 
 
 



参考資料-22 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
13:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下水処理場 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外の活用策が求められている。バイオマ

スパレットは試験中で、近隣クリーニン

グ店の燃料として活用。2t/日のニーズ

があるが生産能力が不足。 

 
JICA 事業で下水道整備事業（DSDP）が

進行、IPAL 施設が設置された。施設は

2004 年稼働、ラグーン方式で処理であ

る。 
→技術課長からは、汚泥処理・廃棄方法

が未確立で、安定化池に汚泥が堆積し喫

緊の課題。である。水深 4m のうち 2m
は汚泥が堆積しているが、ポンプでの引

き抜きが曝気槽・沈殿槽の底に設置され

ているメンブレンへ影響する可能性が

あり、適切な業者・方法の選定が必要。  
・IPAL への接続数は 16,650 カ所であり

13 カテゴリー（家庭、企業、飲食店、ホ

テル、公共施設等）に分類。計画全体の

うち 30%しか下水道が接続されていな

い。 
中部設計笹倉氏より、一つの槽が非常に

大きいことでメンテナンスが難しくな

っているのではないかと意見があり、既

存構造物を活用し処理システムやフロ

ーを変更する改修が望ましいとの提案

がなされた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-2 
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16:00 
 

 
 
 
 
 
インドネシ

ア環境局(バ
リ) 

 
・JANUSより都市間連携事業・下水処理

場視察の結果の共有を行った。 
環境局からは、廃棄物管理に関しては中

間処理場の機械・人員不足が課題。ごみ

組成の把握も不十分であり、分析が必

要。ヌサドゥアの中間処理施設計画は 2
年間進展がないと推測している。 
・IPAL/排水処理に関して 
環境局からは、汚泥の堆肥化も検討の余

地があると言及された。排水処理過程で

発生する含水率の高い汚泥の扱いも課

題であり、敷地内の空きスペースに新た

な脱水施設などを建設することも考え

られるが、最適な処理スキームを検討す

る必要がある。 
・小学校環境教育プロジェクト（JICA 草

の根）の概要を報告。環境局からは、

MOU の準備の要望があった。また適切

に活動している学校を表彰するなど、富

山市からのアイデアも参考にしながら

様々な工夫を凝らしたいと考えている 

 

 
 
 
 
 
3-
1,3-2 

10/30
（木） 

09:00 
 
13:00 

調査結果整

理 
 

これまでの調査内容の取りまとめを

JANUS および中部設計でそれぞれ実

施。 
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方針協議 不足情報、追加調査・確認事項および次

年度以降の計画について JANUS-中部設

計間で協議。 
10/31
（金） 

10:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Sure-CO 社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・今回の視察内容について関係者間で情

報共有を実施。視察した河川名の確認や

村の境界線について整理を行った。河川

名・村境界は現地自治体データで再確認

し、地図を修正することとなった 
・リサイクルセンターにおいては、臭気

問題の対策としてバイオフィルター導

入の可能性について検討する余地があ

るとの意見があった。 
・排水処理については、ペレレナン村は

DSDP の計画においても対象地域とな

っていない一方で、ヴィラ開発は急速に

進んでいることから、現段階から排水対

策を検討すべきとの意見が示された。中

部設計笹倉氏からは、小規模の排水処理

設備を複数導入する案もあるが、オペレ

ーションやメンテナンスをそれぞれの

設備で行うのは管理が難しくなるため、

富山市の農業集落排水処理設備のよう

な規模で処理施設1つにまとめて運用す

る方がいいのではないかと提案がなさ

れた。 
・Sure-CO 社の近隣住宅に訪問し、家庭

排水の処理状況を視察した。各家庭には

浸透式のセプティックタンクが設置さ

れており、半年~1 年に 1 回の頻度でタ

ンクの汚泥汲取りを回収業者に依頼し

ていることを確認した。 

 

3-
2,3-2 
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20:15 
 
22:55 
 
23:55 

 
 
 
デンパサー

ル 発 ＠

SQ945 
シンガポー

ル着 
シンガポー

ル発 SQ638 

↑近隣の住宅に設置されたタンク 

11/01
（土） 

07:30 東京着   

 
以上 
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参考資料４ -第 4 回現地調査報告メモ  
 
渡航回：第 4 回 
日 時：2025 年 1 月 11 日～1 月 16 日 
目 的：富山市ならびに富山市内企業と共に、仕様書 3-3 に係るリニューアルプ

ロジェクト事業化に係る情報収集及び現地視察を行う。 
渡航者：日本エヌ・ユー・エス株式会社 国際事業ユニット 石黒秀典、関香奈

子 
  富山市環境政策課 小林課長代理、渡辺様 
  株式会社北陸電気工事 佐々木部長、金沢氏 
実施内容：以下の通り。 

月日 時刻 行動予定 目的 仕様書 
番 号 

1/11（日） 17.45 
23:55 

羽田発＠NH835 
ジャカルタ着 

移動 - 

1/12（月） 10:30 
 
 
 

在尼日本大使館 重松一等書記官 
・ 都市間連携事業仕様書 3-3（既

設水力発電を用いた EV バイク

普及）の調査計画を説明。 
・ 仕様書 3-1（廃棄物対策）に係

る近況と日本 JC との連携可能

性の状況を報告。 
→インドネシアとして大規模 WtE
に注力している中、外資を含む民間

投資を呼び込んでいるものの、事業

リスク等の観点から日系の参入は

難しいと思われる中、日本としては

分別や再資源化の側面で協力でき

ると考えており、このような活動に

よる成果を期待する。 

意見交換 3-4 

13:00 Spora EV 
日本のバイク部品メーカーである

武蔵精密工業と連携し、インドネシ

ア産の EV バイクを製造、レンタル

システムや関連サービスを展開し

ているベンチャー。ホンダのエンジ

ニアが独立し、品質と価格の両立を

目指す。様々なバッテリーシステム

への対応や、直接充電も可能なはん

用性を実装。バリでもビジネス展開

しているため、ジャティルウィへの

協力も可能であり、水力発電を電源

意見交換 3-3 
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供給源としたシステムの開発も可

能。バリに組み立て・メンテナンス

工場を有しており、視察可能。 

 
15:00 Astra Honda Motor 

ホンダの現地ディーラーのうち、バ

ッテリー交換サービスのある拠点

を視察。普及状況や利用課題等をヒ

アリング。 

 

意見交換 3-3 

19:45 
22:40 

ジャカルタ発@GA426 
デンパサール着 

移動 - 

1/13（火） 09:00 
 

バリ州打ち合わせ 
富山市が計画中の廃棄物分別に係

る JICA 草の根事業（仕様書 3-1 関

係）組成に向けた関係者 MTG を、

バリ州調整の下、バドゥン県、クル

ンクン県、タバナン県、ギャニャー

ル県、デンパサール市、ウダヤナ大

学を招致し開催。北陸電工による

EV バイクの事業やタバナン県ジャ

ティルウィ村における展開につい

て紹介。 

意見交換 
 

3-1、3-
3、3-4 
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11:00 
 

Astra Honda Motor  
バリ州におけるホンダのEVバイク

市場、ラインナップ、普及課題につ

いてヒアリング。都市部における直

接充電式の普及は一定程度確認で

きた一方。バッテリー交換式の展開

には至っていない状況を把握。 

 

意見交換 
 

3-3 

13:00 
 

PT.BTI 社打ち合わせ 
同社はバリ州において太陽光及び

EV バイク販売・保守サービスを展

開しており、北陸電工が設置済みの

ウダヤナ大学実証設備の設置・保守

にも関与。ジャティルウィ村での水

力発電をバッテリー電源とした構

想について意見交換。現地調査の同

行と事業化支援の合意を得る。 

 

意見交換 
 

3-3 



参考資料-29 
 

15:00 
 

バドゥン県面談 
廃棄物処理課題の状況に係る意見

交換および都市間連携セミナーに

係る渡航確認を実施。 

意見交換 
 

3-4 

16:00 Sure.co 打ち合わせ 
代表者の高間氏（20 年程度バリ在

住）とバリ州における EV 普及課題

や他社の動向に係るヒアリング、協

力可能性についての意見交換を実

施。 

意見交換 3-3 

1/14（水） 11:00 
 

タバナン県訪問 知事スタッフ 
-ジャティルウィ村水車発電機のリ

ニューアル計画について報告。 
→環境に高い関心のある訪問客の

ためにも是非活用したい。 
→故障以降再稼働に至っていない

が、修理と併せて継続的な使用を自

主的に行うため、タバナン県から

Jatiluwi 村のスバック（水利組合）

への譲渡も検討中。 
→ぜひスバックとの情報共有、利用

に係るトレーニングも併せて検討

いただきたい。 
→タバナン県が支出を要する場合、

県としての予算要求、準備が必要で

あるため、改修計画に係るプロポー

ザル、資金源等について説明を頂き

たい。 
→まずは富山チームで修理可否と

コスト、利用計画の検討をしたうえ

で相談に伺いたい。 

 

意見交換 
 

3-3 
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13.00 
 

ジャティルウィ村訪問 
・水車発電機設置時のメンテナン

ス対応を担っていた技術者と面

談。 
・故障状況の予測とその後の対応

等について情報収集。 

 

意見交換 
 

3-3 
 

14.00 小水力発電調査 
・水車、発電機、電気系統の状況を

確認。 
・インバーター、バッテリー、制御

盤を確認。故障原因の特定には至ら

なかったものの、設備の構造を確認

し、同行した現地エンジニア（BTI
社）等と要追加調査項目を確認。 

 

現地調査 3-3 

1/15（木） 10:30 
 

ウダヤナ大学訪問 
・北陸電工実証試験協力先の環境

学部と意見交換。 
・ジャティルウィ村水力事業に関

して紹介、関連研究室との連携、協

力可能性について協議。 

意見交換 
 

3-3 
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▲ウダヤナ大学に設置済みの北陸

電工実証施設 
15:00 クルンクン県訪問 

・ヌサペニダ島における再エネ普

及状況のヒアリング：4.5MW の

太陽光増設、電力状況のひっ迫、

風力や揚水エネルギーの計画等

を確認。 
・PPP 事業として、クルンクン県内

の主要道路への太陽光・蓄電池付

き街灯設置事業の紹介。JCMの活

用可能性について意見交換。 

 

意見交換 3-3 

1/16（金） 10:00 
------ 
 

TPST Mengwitani 視察 
------------------------------- 
別用務へ移行 

意見交換 
------- 

3-4 

1/23（金） 06:50 東京着＠NH856 移動 - 
以上 

 
 



参考資料-32 
 

 
参考資料５ -キックオフミーティング資料  

 
  



参考資料-33 
 

 
  



参考資料-34 
 

 
  



参考資料-35 
 

 
  



参考資料-36 
 

 
  



参考資料-37 
 

 
  



参考資料-38 
 

 
 
 

 



参考資料-39 
 

 
  



参考資料-40 
 

参考資料６ -中間報告会資料  



参考資料-41 
 



参考資料-42 
 



参考資料-43 
 



参考資料-44 
 



参考資料-45 
 



参考資料-46 
 



参考資料-47 
 



参考資料-48 
 



参考資料-49 
 



参考資料-50 
 



参考資料-51 
 



参考資料-52 
 

 
  



参考資料-53 
 

 
参考資料７ -最終報告会資料  



参考資料-54 
 



参考資料-55 
 



参考資料-56 
 



参考資料-57 
 



参考資料-58 
 



参考資料-59 
 



参考資料-60 
 



参考資料-61 
 



参考資料-62 
 



参考資料-63 
 



参考資料-64 
 



参考資料-65 
 



参考資料-66 
 



参考資料-67 
 



参考資料-68 
 



参考資料-69 
 



参考資料-70 
 



参考資料-71 
 

 
 


	参考資料
	参考資料１-第1回現地調査報告メモ
	参考資料２-第1回現地調査報告メモ
	参考資料３-第3回現地調査報告メモ
	参考資料４-第4回現地調査報告メモ
	参考資料５-キックオフミーティング資料
	参考資料６-中間報告会資料
	参考資料７-最終報告会資料



